















































































































62　 EU 加盟後のフィンランド外交の新機軸 
NATO ではなく EU にその足場を求めたのであったが、EU 加盟申請と足
並みを揃えて NATO への接近が図られた。1992 年 6 月には北大西洋協力
評議会（NACC）にオブザーバー参加し、その後継としての欧州・大西洋
パートナーシップ理事会（EAPC）には創設時の 1997 年 5 月に加盟して
いる。また 1994 年 5 月には NATO の「平和のためのパートナーシップ (PfP: 
Partnership for Peace)」に参加するなど、NATOとの協力関係を強化した。
ロシアに対する抑止力として EU の安全保障政策に期待したフィンラン














足しているようである。2005 年の世論調査では、NATO 加盟賛成が 20％

















策でもあった。 冷戦が終わり、 1992 年にロシアと締結した新たな協定
（Agreement on the Foundation of Relations between the Republic of 
Finland and the Russian Federation）は、CSCE 原則と国連憲章が基礎と
なった多国間の枠組みを前提としたものとなり、もう一つの経済協力のた
めの新協定（The Agreement between the Government of the Republic 
of Finland and the Government of the Russian Federation on Cooperation 



















































ティブをとり、SALT や CSCE を開催して東西の緊張緩和を促進するな




























































































































































































72　 EU 加盟後のフィンランド外交の新機軸 
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